
東京2025デフリンピックを

通してめざすもの



デフリンピックとは

〇  国際ろう者スポーツ委員会

（ICSD）の主催、夏季と冬季それ

ぞれ４年毎に開催されるデフアス

リートの国際総合スポーツ競技大

会

〇 第１回夏季デフリンピックは、

1924年にフランスのパリで開催

〇 デフリンピックの理念は「手話言

語の認知や普及、ろう者の社会的

地位向上や社会変革」
デフリンピックの提唱者

Eugene Rubens-Alcais

（ウジェーヌ・ルーベンス‐アルカ
イス/1884 - 1963）



デフリンピックの特徴①

〇 参加資格は補聴器や人工内耳等

をはずした裸耳状態で、聴力損失

が55デシベルを超えていること

〇 選手同士が「きこえない立場」でプ

レーする公平性の観点により、競

技会場に入った時点で補聴器等

の装用は禁止

〇 競技ルールは、オリンピックの競

技ルールとほぼ同じだが、コミュ

ニケーションや情報保障全てが視

覚的に保障された競技環境、そし

て国際手話

陸上競技

（スターターの音をスタート

ランプの光で知らせる）



デフリンピックの特徴

バスケットボール競技

（ゴールポストに赤色照明）

サッカー競技

（主審は笛と同時に

フラッグを振る）

水泳競技

（最後のターンを水面を

叩くことで知らせる）



スポーツの世界にも、きこえないことのバリアがある

〇 スポーツでは、スターター音や打

球音等の音声情報はとても重要と

なる

音声情報がきこえないため、きこ

える選手と一緒に競技をする上で

は、不利となる

〇 平衡感覚（バランス）がとりにくい

〇 コミュニケーションやきこえないと

いう壁により、指導者からの指導を

受けることや技術向上が難しい



東京2025デフリンピック

日本では初めての開催、また第1回大会（1924年）から

100周年と歴史に残る大会となる



共生社会の形、それが東京2025デフリンピック

障害のある当事

者（全日本ろうあ連

盟）ときこえる人た

ち（東京都、事業団、

競技団体、大会を

応 援 、 協 賛 す る

方々）とともに、大

会を運営する

競技運営を、きこ

え ない スポー ツ

ディレクターと競技

団体が共に運営。

審判も、きこえな

い審判員ときこえ

る審判員が協働す

る

手話言語ができ

る、できない、また、

障害のあるなしに

関わらず、多様な

人々が共にボラン

ティアをし、大会を

支える

東京2025デフリンピックは

多様な人々が個性を活かして活躍し、共に創る大会

大会を通して、共生社会の実現への前進をめざします
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